
１．はじめに

本事業の目的は、既に供用中の第二みちのく有
料道路と百石道路へのアクセス向上や、国道４５号
の交通混雑緩和、交通事故の減少、沿道環境の改
善を目的としたバイパス道路（通称：上北道路）
の改築事業である。
本工事は、この事業の一環としてアーチカル
バート基礎工を施工するものであった。施工箇所
は軟弱地盤であり、アーチカルバート完成後には
上部に約１２．５ｍの本線道路の高盛土が行われる。
そのため、工事に着手するにあたり、いかにコ
ンクリート構造物の耐久性を向上し、高品質なイ
ンフラ整備を地域住民に提供できるかを課題とし
て工事に着手した。
工事概要
�１ 工 事 名：中津川道路改良工事
�２ 発 注 者：国土交通省東北地方整備局

青森河川国道事務所
�３ 工事場所：青森県上北郡六戸町～東北町地内
�４ 工 期：平成２１年１１月１４日～

平成２２年１２月１０日
�５ 主な工種：地盤改良工１式、作業土工１式、

場所打函渠工６４．５７ｍ、
仮設工 １式

２．現場における問題点

先にも述べた通り、現場は軟弱地盤でありアー
チカルバート完成後には高盛土が行われるため供
用後の維持管理によるメンテナンスは非常に困難
なものとなる。そのため、いかにカルバートの耐
用年数を延ばし、メンテナンスフリーとなるよう
な高耐久の構造物を建設できるかを念頭において
下記の項目について重点管理を行った。
①鉄筋の品質および組立精度の確保
②かぶりコンクリートの品質向上

３．対応策と適用結果

①鉄筋の品質および組立精度の確保について
１） 設計図面から構造細目などの照査を行い、
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２８
品質管理

図―１ アーチカルバート標準構造図
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修正箇所や提案事項の洗い出しを行った。そ
の結果を踏まえて、設計コンサルタントと発
注者を含めて三者による「設計施工打合せ会
議」を行い、お互いに相違のないことを確認
した上で施工を実施した。

２） 底版は躯体厚さ４ｍ、幅１５．６ｍと大断面で
あることから、底版上面の配筋を行うには仮
設備なしでは困難であった。そのため太径鉄
筋を用いた鉄筋組立用架台を設置して底版上
面の配筋を行った（図―２）。
結果、鉄筋のたわみもなく作業環境が改善さ
れたため、鉄筋組立精度も向上した。

図―２ 鉄筋組立用架台設置状況

３） 施工時期が冬から秋へかけてと長期であり、
雪や雨による鉄筋への発錆を抑制するため工
程管理を徹底し、各ブロックの施工時期に合
わせ納入を行った。また、屋根付加工場を選
定し、加工した鉄筋の曲げ部分と切断面につ
いては錆が発生しやすいので防錆剤の塗布を
行った。

４） 配筋状態を確認するため、躯体完成後に非
破壊試験（電磁波レーダ法）により配筋状態
及びかぶり測定を下向き２点、壁面８点につ
いて実施した（図―３）。
結果として、「非破壊試験によるコンクリー
ト構造物中の配筋状態及びかぶり測定要領
（案）」に示されている判定基準値に対し、
ほぼ５０％以内に収まる結果が得られた。
この非破壊試験の結果から、重点管理とし

た鉄筋組立精度は非常に高く、十分満足する
ものであった。また、鉄筋の品質についても
納入時期の徹底管理や曲げ加工部分などへの
防錆剤塗布、屋根付加工場での保管、現場で
は台木の下からブルーシートで完全に覆って
雨や雪に当たらないよう保管した結果、錆の
発生も最小限に抑えられ、良質な状態でコン
クリートの打設を行うことができた。

②かぶりコンクリートの品質向上について
１） 本工事において、土中に埋まり大気の影響
を受けずに安定する底版と側壁外面について
は一般型枠工法とし、環境要因の影響を受け
る側壁内面については透水型枠工法（FSフ
ォーム）を採用した。
透水型枠を使用することにより、コンク
リート打設中に表層部の残留気泡と余剰水が
排出される（図―４）。
これにより、コンクリート表層部が密実とな
り表面強度が約２倍となる。また、物質移動
抵抗性が向上するため中性化深さや塩分浸透
深さが減少するとともに、あばた発生量も通
常の１／１０以下となり耐久性が向上する特徴が
ある。

２） 従来では鉛直面の湿潤養生が難しいため、
型枠在置期間を延ばして対応していたが、そ
れでは型枠を転用する際、大幅に工程を消費
する。また、工期の制限を受け、十分な養生

図―３ 鉄筋探査状況（電磁波レーダ法）
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期間を確保できないなどの問題もあった。そ
のため今回は、保水性能に優れた鉛直面用養
生マット（アクアマットR）を採用した。ま
た、外気温が１５℃以下の期間については養生
マットの外面を発泡スチロール板にて覆い、
保温養生も併用させた。
なお、コンクリートの温度管理には遠隔管
理を行えるセンサー式温度計を設置しパソコ
ン上で内部温度、養生温度、外気温をリアル
タイムで管理し、養生マットへの散水温度を
内部温度と１５℃以内とした。
上記の養生方法を採用したことにより、長
期間の湿潤養生が可能となり、高炉セメント
の特徴である長期に渡っての水和反応を継続
促進させることができた。これによって、さ
らにコンクリート表層部が密実となり高耐久
なコンクリート構造物となった。
また、適正な養生管理を行うことによりマ
スコンクリートの宿命でもある温度ひび割れ
の抑制にも繋がったと考える。

③かぶりコンクリートの品質確認について
１）あばた発生量の確認
測定結果を表―１に示す。
※測定面積は１箇所当たり３０cm四方とした。
結果、透水型枠を使用した面では、一般型枠
に比べ１／３０以下にあばた発生量を抑制するこ
とができた。

２）衝撃弾性波試験（iTECS法）による表面強
度の確認
測定結果を表―２に示す。
※測定数は、透水型枠使用面及び未使用面と
もに１箇所３測線として計１２箇所とした。
表―２ 衝撃弾性波試験（iTECS法）結果表

結果、透水型枠を使用した面では、一般型枠
に比べ１．４倍、表面強度が増進されていた。
・使用したコンクリート：

２７―８―２５BB，w/c＝５５％以下
３）表層透気試験（トレント法）による透気係数
での品質評価
表面透気試験を実施し表層透気係数からコンク
リート表層部の緻密の程度を評価した（図―５）。
結果、透水型枠使用面は一般型枠に比べ、表層
透気係数が２／３程度に低減しており透水型枠の使
用はコンクリート表層部を緻密化させ物質移動抵
抗性を向上させていることが確認された。
【表層透気係数測定結果】
・透水型枠使用面：平均０．１０×１０－１６㎡
・一般型枠使用面：平均０．１５×１０－１６㎡
※測定数は、１箇所３回として透水型枠使用面を

図―４ 余剰水排水状況

表―１ あばた面積比較表
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３箇所、未使用面を２箇所とした。
さらに上記、値から中性化速度を評価した結果、
透水型枠使用面では中性化３０mm到達年数１００年
に対し、未使用面では３０年であった。
よって透水型枠使用面では、中性化速度を１／３程
度に抑制できることが確認された（図―６）。
また、透水型枠を使用していない面においても
鉛直面用養生マットにて十分な養生を行った結果、
コンクリート表層部分はW/C換算で４０％～５０％
に相当する値が得られた。

［１］FIB，“CEB―FIP Model Code１９９０”，Final Draft，

Lausanne，July，１９９０．

４．おわりに

前記に示した２つの項目について重点管理した
結果、コンクリート表面付近は密実になり高耐久
なコンクリート構造物を建設することができた。
なかでも、構造細目照査の結果を踏まえての「設
計施工打合せ会議」が非常に有効であり、鉄筋組
立用架台の設置および徹底した測量管理によって
鉄筋組立精度が向上したことは間違いない。
また、透水型枠および鉛直面用養生マットの使
用により、かぶりコンクリートの品質向上も達成
された。
今後、さらに環境負荷低減に貢献できる高品質
なインフラ整備の社会要求は強まるなかで、高耐
久な構造物を建設するための工法および新技術の
開発・需要は拡大するものと考える。
最後に、不況という厳しい社会環境に負けるこ
となく、自身の信念を貫き今後も新工法・新技術
を積極的に活用し“高品質な土木構造物”を建設
して行きたいと思います。

図―５ 表層透気試験実施状況

図―６ 中性化が３０mmに到達する年数と表層透気係数

KTの関係
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